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－１－ 

令和８年度 職員研修方針（重点事項） 
 

 令和８年度の職員研修は、「熱海市人材育成・確保ビジョン」に基づき、自治体職員として身に付け

るべき基本的な能力や倫理意識等を確立し、地域課題に対して、「責任で応え、仲間を繋ぐ職員」を育成す

るため、次の６点を重点事項として実施します。 

 

 (1) 職位に応じた基本研修の実施 

 「鉄を熱いうちに打つ戦略」として、採用から３年目までの職員を対象とした研修を拡充し、熱

海市職員として１人前にするために徹底的に育成します。 

 

 (2) チョイス・スタディ研修（選択制研修）の実施 

 職員が自らの能力開発ニーズにあった研修を、主体的に選択し、受講することを通じて、能力開

発に対する職員の自覚を高め、主体的・自立的に考え行動できる人材を育成するため、選択制研修

を実施します。 

 

(3) 職場環境改善研修の実施 

 ストレスチェックの集団分析結果をもとに、部署全体のストレス傾向を把握し、管理監督者が主

体的に現状に向き合うことで、具体的で適切な改善活動計画を策定・実行し、職員がいきいきと働

ける職場環境を目指すための研修を実施します。 

 

 (4) 派遣研修の充実 

 限られた組織の中では気付きにくいことも、外部の研修に参加することで、多くの「気付き」が

生まれることがあります。また、他の自治体職員との交流が成長のきっかけとなり、今後、さらに

広い視点や高い視点で職務を行えるように成長していくために、ネットワークのひろがりや意識改

革に効果が期待できる派遣研修に積極的に職員を派遣します。 

 

 (5) 熱海市・伊東市職員合同研修の充実 

 「計画的な人材育成」、「職員派遣の効率性」及び「研修コストの低減」を図るとともに、「職員

の相互交流による相乗効果」をねらいとし、引き続き熱海市と伊東市の合同研修として実施します。 

 

(6) 職員の法務能力向上 

 公務員として必要不可欠な法務能力を組織全体で高め、法的な視点で物事を考え、地域の課題

解決に積極的に取り組める人材を育成します。 
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令和８年度 研修概要及び研修体系 

 

 令和８年度の研修については、職員研修方針（重点事項）を踏まえて、「職場研修」、「職場外研修」、

「自己研修」の３つのカテゴリーで取組を進めますが、年度中においても、受講者の評価や意見等を参

考にしながら、随時、新たな研修の開催や内容の変更等を柔軟に行うこととします。 

 

 (1) 職場研修（ＯＪＴ On the Job Training） 

 職場研修は、業務に直結した実践的な能力を身につけることができるだけでなく、上司や先輩の

能力、部下・後輩のモチベーションが高まり、組織全体の成長や組織目標の達成に結びつく重要な

研修であると言われています。本市においては、社会情勢の変化に伴い、市民のニーズは高度化・

複雑化しており、職員一人ひとりが抱える業務が増加しているという現行体制や窮状を踏まえると、

職場研修の充実が不可欠と考えます。成長する組織を目指し、職場研修を積極的に取り組んでいき

ます。 

 

 (2) 職場外研修（ＯＦＦ－ＪＴ Off the Job Training） 

 人事評価制度により、自分の弱みと強みを把握した職員が、弱点の克服や長所の更なる強化に

努めるために必要な研修を受講できるよう、日常の業務から一時的に離れて実施する職場外研修

の充実を図ります。特に、市町村アカデミーや自治大学校特別課程等の高度で専門的な知識や幅

広い視野、政策判断に関する能力等を習得する機会として研修への派遣を拡充します。 

 

 (3) 自主研修（ＳＤ Ｓelf Development） 

 能力開発の基本は自主学習です。職員一人ひとりが自発的・主体的に努力する機運を高め、自己

啓発を促す職場風土づくりをすすめます。 

 各種団体から提供される無料ｅラーニング等を積極的にＰＲし、希望者への受講を進め、職員の

能力や見識を高めていきます。 
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 (4) 研修体系 
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令和８年度 研修実施計画（一覧表） 
 

 令和８年度の研修実施計画は次のとおりです。

 


